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概要:地域の健康増進課や福祉・保健センター等と連携し、その地域のスタッフとともに介入プログラム（運動を中心）
を導入した健康教室を下記の通り実施する。そして、参加者の健康教室参加前後にメディカルチェック（理学所見、
生化学・血液検査等）、体力測定、アンケート調査（ADL尺度：老研式活動能力指標、QOL尺度：PGCモラール・ス
ケール、宗像らが開発している運動の情緒的ネットワーク尺度：運動意欲度、運動負担度、その他：保健行動、運動
習慣、栄養調査等）を行い、介入効果の検証及び高齢者の健康を維持向上するための健康運動プログラムを開発する。
「地域における高齢者健康づくり事業」 
介入プログラムは、地域在住の 65歳以上の高齢者（介護認定者を除く）10数名を対象に、３ヶ月間、週２回、1回あ
たり 90 分の筋力トレーニングを中心とした運動と個別栄養指導（期間中２回）、医師によるカウンセリング（期間中
１回）及び講演会（期間中 1回）を実施する。 
本研究の特色・独創性は、単に、介入プログラムが個々の高齢者の ADL、QOL及び身体的・生理的機能の向上を検
証するだけではなく、自立した高齢者が就労やボランティア活動等の社会参加という概念を構築できる。さらには実
施者を取り巻く地域ネットワーク形成や活性が期待され、社会貢献という観点から、その具体的方法論を社会技術と
して提示でき、21世紀の｢ヘルスプロモーション｣に資する意義のある研究である。 
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